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事業事前評価表 

国際協力機構東南アジア・大洋州部東南アジア第二課 

１．基本情報 

（１） 国名：カンボジア王国 

（２） プロジェクトサイト／対象地域名：プノンペン首都圏（人口約 228万人） 

（３） 案件名：ニロート上水道拡張事業（第一期）（Nirodh Water Supply 

Expansion Project (I)） 

L/A調印日：2025年 10月 13日 

 

２．事業の背景と必要性  

（１）当該国における上水道セクターの開発の現状・課題及び本事業の位置付

け 

 カンボジア王国（以下、「カンボジア」という。）政府は、2023 年に発表し

た「第一次五角形戦略」において、2030 年までの給水率 100%達成を目標に

掲げ、上水道施設の整備に取り組んでいる。プノンペンでは 1993年以降、我

が国をはじめとするドナーが連携し、浄水場の建設・改修や送配水管網の整備、

運転維持管理等の技術支援を行い、24時間給水と 90%以上の給水率を実現し

た。しかし、近年の経済成長と市街地拡大により、プノンペンの水需要は、プ

ノンペン水道公社（Phnom Penh Water Supply Authority、以下「PPWSA」と

いう。）の供給能力を大きく上回る状況が続いている。特に大規模商業施設が

集中する区域では水圧低下が発生し、違法な吸引ポンプによってさらなる水圧

低下と水質悪化を来している。このため、給水能力を増強し、適切な水圧を確

保することは喫緊の課題である。 

2022 年に更新された PPWSA の「第三次マスタープラン」（以下、「M/P」

という。）では、プノンペンの人口は 2030 年までに約 300 万人に達し、平均

水需要は 157.8万m3/日に増加すると予測される。カンボジア政府がより広域

な給水サービスの早期実現を求める中、給水能力の増強は喫緊の課題である。  

都市化が進むプノンペン中心部では、新たな浄水場の建設用地の確保が困難

であるため、PPWSA は M/P に基づき、十分な敷地を有する二ロート浄水場

の拡張を優先事業と位置付けた。同浄水場の配水区域であるプノンペン南東部

では、市街地の拡大が見込まれることから、PPWSAは配水対象地域を大幅に

拡張する計画であり、配水管網が未整備な地域が多いプノンペン南東部におけ

る配水管網の整備を進める必要がある。  

ニロート上水道拡張事業（以下、「本事業」という。）は、二ロート浄水場及

び配水管網を拡張することにより、プノンペンにおける水需給が逼迫している

状況の改善を図るものであり、安定的な水供給の実現及び住民の生活環境の向
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上に寄与するものである。 

（２）上水道セクターに対する我が国及び JICAの協力方針等と本事業の位置付

け 

「対カンボジア王国国別開発協力方針」（2024年 4月）では、重点分野の「持

続可能で公平な成長の実現」に上水道の支援が定められており、「対カンボジ

ア王国 JICA国別分析ペーパー」（2025年 1 月）では重点分野「生活環境改善」

において、上水道インフラの整備の必要性が分析されている。JICA グローバ

ル・アジェンダ（課題別事業戦略）では「持続可能な水資源の確保と水供給」、

クラスター事業戦略では「水道事業体成長支援」に該当し、本事業はこれら方

針、分析及び戦略に合致する。また、2022年 4月に第 4回アジア・太平洋水

サミットで岸田総理（当時）が発表した「熊本水イニシアティブ」に貢献する。  

JICAは「プノンペン市上水道整備計画調査」（1993年）によるM/P策定支

援をはじめ、技術協力「水道人材育成プロジェクト」フェーズ 1～3（2003～

2018年）、「水道行政管理能力向上プロジェクト」（2018～2022年）等により、

PPWSAの能力強化に協力するとともに、無償資金協力「プノンペン市上水道

整備計画」（1994年 EN）、「プンプレック浄水場拡張計画」（2001年 EN）、フ

ランス開発庁（Agence Française de Développement、以下「AFD」という。）

との協調融資による円借款「ニロート上水道整備事業」（2009年 LA）、無償資

金協力「タクマウ上水道拡張計画」（2020年GA）及び「プンプレック上水道

拡張計画」（2022年 GA）を通じて、プノンペンの給水能力強化を支援してき

た。 

（３）他の援助機関の対応 

AFD は、PPWSA の M/P 策定（2017 年）、プノンペンのチャンカーモン浄

水場拡張（2018～2019年）、バッケーン浄水場新設（フェーズ 1（2019～2023

年、19.5万m3/日）、フェーズ 2（2020～2024年、19.5万m3/日）、フェーズ

3（2024年～、19.5万m3/日））を支援している。韓国は、プノンペンでのス

マート水管理システム導入に向けた支援や、近隣での浄水場新設に向けた調査

を実施している。 

 

３．事業概要 

（１） 事業概要 

① 事業の目的：本事業は、水需給が逼迫する首都プノンペンにおいて、上水

道施設を拡張することにより、安定的な給水サービスの向上を図り、もっ

て住民の生活環境改善及び都市の商業・経済活動の円滑化に寄与するもの。 

② 事業内容 

ア）浄水場の拡張（既設 26 万 m3/日に対する 20 万 m3/日分の拡張）、導
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水管の調達・布設 

イ）送水管の調達・布設（浄水場からバサック川横断部分） 

ウ）送配水管の調達（上記イを除く拡張配水区域向け） 

エ）上記ウ）で調達する送配水管の布設（実施機関による施工、先方負担

分） 

オ）コンサルティング・サービス（基本設計/詳細設計、入札補助、施工監

理、人材育成、スマート水管理システム活用支援等） 

③ 本事業の受益者（ターゲットグループ）  

１）直接受益者：PPWSA関係者、二ロート浄水場から給水を受けるプノ

ンペン南部の住民（約 119万人）及び民間企業 

２）最終受益者：PPWSAが管轄する給水地域全体（プノンペン（約 228

万人）及び隣接するカンダール州タクマウ市（約 7万人）の住民及び民間

企業 

（２）総事業費 

総事業費：56,461百万円（うち、今次借款額：21,526百万円） 

（３）事業実施スケジュール（協力期間） 

2025年10月～2032年8月を予定（計83か月）。全ての施設供用開始時（2032

年 8月）をもって事業完成とする。 

（４）事業実施体制 

１）借入人：カンボジア王国政府（The Royal Government of Cambodia） 

２）保証人：なし 

３）事業実施機関：プノンペン水道公社（Phnom Penh Water Supply Authority） 

４）運営・維持管理機関：プノンペン水道公社（Phnom Penh Water Supply 

Authority） 

（５）他事業、他援助機関等との連携・役割分担 

１）我が国の援助活動 

実施中の技術協力「全国水道事業計画策定プロジェクト」（2023 年 5 月

～）では、特に地方部の水道事業実施機関の規制・監督能力の向上を支援し

ている。無償資金協力「タクマウ上水道拡張計画」（2020～2025 年）及び

「プンプレック上水道拡張計画」（2022年～）で浄水場拡張を実施中であり、

本事業と併せてプノンペンにおける安定的な水供給の実現を支援している。

さらに、無償資金協力（外務省実施）「首都圏における上水道施設のデジタ

ル管理システム整備計画」（2023年～）では、プノンペン首都圏において上

水道施設のデジタル管理システムを導入し、水供給の安定化を図る計画。 

２）他援助機関等の援助活動 

特になし。 
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（６）環境社会配慮 

① カテゴリ分類：B 

② カテゴリ分類の根拠：本事業は、「国際協力機構環境社会配慮ガイドライ

ン」(2022 年 1 月公布)に掲げる影響を及ぼしやすいセクター・特性及び

影響を受けやすい地域に該当せず、環境への望ましくない影響は重大でな

いと判断されるため。  

③ 環境許認可：カンボジア国の法制度上、本事業にかかる環境影響評価（EIA）

報告書は作成が義務付けられていないものの、環境保全契約（EPC）に係

る承認を 2025年 10月までに環境省より取得予定。 

④ 汚染対策：同国国内の排出基準及び環境基準を満たすよう、工事中は大気

質、水質、騒音等について、散水、回収と排水処理、及び作業時間の制限

等の対策がとられる。供用時の排水については、排水水質調査を実施した

上で、カンボジア及び日本国内の有識者による検証を経て、周辺環境への

影響はほとんどないことが確認された。 

⑤ 自然環境面：事業対象地域は国立公園等の影響を受けやすい地域又はその

周辺に該当せず、環境や社会への望ましくない影響は最小限であると想定

されている。 

⑥ 社会環境面：本事業において新たな用地取得や土地収用、住民移転は発生

しない。他方、送配水管の一部が私有地を通過するため、土地所有者の合

意が必要となる。カンボジアの法令に準拠した住民移転計画に相当する文

書を作成し、また、土地所有者を含むステークホルダー協議を実施した結

果、事業に係る特段の反対意見は出ていない。  

⑦ その他・モニタリング：本事業は、工事中は施工業者が、供用開始後は

PPWSAが、水質、廃棄物、騒音・振動等についてモニタリングする。  

（７）横断的事項 

１）気候変動 

気候変動対策（適応策）として、洪水や浸水に対応可能な水密性・止水性

の高い資材の活用や、異常気象対応時の能力強化として BCP（事業継続計

画）の策定を検討しており、SDGｓゴール 13「気候変動に具体的な対策を」

に貢献する。また、気候変動に伴う洪水や浸水リスクへの対応として水資源

管理体制の強化を行うという同国のパリ協定に基づく「自国が決定する貢献

（NDC）」における目標と整合するものである。 

２）貧困対策・貧困配慮 

PPWSA は貧困層向けに各戸接続費の分割払いや割引等の制度を導入し

ている。 
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（８）ジェンダー分類：【対象外】■GI（ジェンダー主流化ニーズ調査・分析案

件） 

＜活動内容/分類理由＞ジェンダーに関する調査を行ったものの、ジェンダ

ー課題への具体的な対応・指標等を含むジェンダー平等や女性のエンパワメン

トに資する取り組み・指標を計画・合意するに至らなかったため。なお、本事

業では、プロジェクト・マネジメント・ユニットや運営／維持管理体制におけ

る女性職員の雇用や女性管理職の登用を促進する予定。 

（９）その他特記事項 

本事業においては、コンサルティング・サービス等を通じて、カンボジア政

府および PPWSAと連携しながら、PPWSAの DX推進を検討する。 

 

４. 事業効果 

（１）定量的効果（運用・効果指標） 

指標名  
基準値  

（2023年実績値）  

目標値（2034年）  

【事業完成 2年後】  

ニロート浄水場からの給水

人口（人）  
1,197,700 1,866,100 

ニロート浄水場からの給水

量（m3/日）  

日平均：260,400 

日最大：291,400 

日平均：425,800 

日最大：489,600 

ニロート浄水場における施

設稼働率（%）※  

日平均：100% 

日最大：112% 

日平均：92% 

日最大：106%  

（２）定性的効果：PPWSA給水区域内住民の生活環境と健康状態の改善、都市

の商業・経済活動の円滑化 

（３）内部収益率 

以下の前提に基づき、本事業の経済的内部収益率は 13.02%、財務的内部収益

率は 2.92%とする。 

【EIRR】 

費用：事業費、運営・維持管理費 

便益：現在の代替サービスからの水購入費用の削減及び水供給量の増加に基

づく社会的便益 

プロジェクト・ライフ：35年 

【FIRR】 

費用：事業費、運営・維持管理費 

便益：水道料金収入 

プロジェクト・ライフ：35年 
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５. 前提条件・外部条件 

（１）前提条件 

本事業の効果発現には、本事業において PPWSA が負担する送配水管布設

の完了、スマート水管理システムの導入に係る無償資金協力との連携が必要で

あり、進捗状況についてフォローが必要。なお、送配水管布設について PPWSA

は豊富な実績と十分な体制を有しており、概ね支障なく実施可能と評価する。 

（２）外部条件 

特になし。 

 

６. 過去の類似案件の教訓と本事業への適用 

タイ王国向け円借款「第 8 次バンコク上水道整備事業」の事後評価結果（評

価年度：2020年）等では、拡張された浄水場について、運営・維持管理の効率

性・安全性に影響する設計上の課題が一部の施設が散見されたと指摘されてお

り、既存施設の拡張を行う事業においては、既存施設の運用・維持管理を行う

技術者の意見を聴取する機会を十分に設けた上で、既存施設のスペックや能力、

運営・維持管理上の様々な経験を十分に参照した設計を行う事が重要であると

の教訓を得ている。本事業においては、協力準備調査の段階で PPWSA の技術

者の意見を聴取しており、さらに既存施設の能力を踏まえた上で拡張施設の設

計を行うことで円滑な効果発現を目指す。 

 

７. 評価結果 

本事業は、当国の開発課題・開発政策並びに我が国及び JICAの協力方針・分

析に合致し、上水道施設の拡張を通じて住民の生活環境改善及び都市の商業・

経済活動の円滑化に資するものであり、SDGsゴール 6「安全な水とトイレを世

界中に」及びゴール 13「気候変動に具体的な対策を」に貢献すると考えられる

ことから、事業の実施を支援する必要性は高い。 

 

８. 今後の評価計画 

（１）今後の評価に用いる指標 

４．のとおり。 

（２）今後の評価スケジュール 

事業完成 2年後  事後評価 

以 上  

 

別添資料 ニロート上水道拡張事業 地図 
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別添 

ニロート上水道拡張事業 地図 

 

 

 

 

 

 

 

 

【首都プノンペン地図】 

 

出典：Google Map 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：ニロート上水道拡張事業協力準備調査 

ニロート浄水場 

プノンペン 

拡張後のニロート浄

水場の配水区域 

既存のニロート 

浄水場の配水区域 


